
                                        単位：千円 

 

事   業   名 

 

 

当初予算見積額 

(前年度予算額) 

 

説                明 

 

 

警察運営費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,183,204 

   (1,176,122) 

 

国       854 

 

使  289,928 

 

財     24,177 

 

諸     38,061 

 

○一     830,184 

 

 

○新 協１ 犯罪被害者等支援コーディネート事業         378 

 

 犯罪の被害に遭った人が身近に相談できる環境を作るため、県

内各地で出張相談を実施すると共に、広報啓発活動を実施し、犯

罪被害者総合窓口や性暴力被害者総合ケアワンストップびわ湖 

（通称ＳＡＴＯＣＯ）の認知度向上を図る。 

 

２ 社会全体で犯罪被害者等を支える取組み推進事業        535 

 

  犯罪被害者遺族等を講師とする講演を開催し、社会全体で犯罪

被害者等を支える気運の醸成、規範意識の向上を図るとともに、

県民等の犯罪被害者支援に関する社会活動への参加促進等を図 

る。 

 

３ 性犯罪被害者等への支援強化事業            1,708 

 

   性犯罪被害者の性感染症検査等にかかる再診料や検査費用及び

身体犯被害者の初診料や診断書経費等を公費負担するなどし、被

害者の負担軽減を図る。 

 

 

 

装備費 

 

 

 

 

 

 

 

503,878 

(499,476) 

 

国  145,493 

 

○一     358,385 

 

 

１ 警ら用自動車等の更新整備              29,986 

 

   全ての警察事象に即応しなければならない地域警察活動の基

盤となる警ら用自動車（白黒パトカー）等の計画的な更新整備

を図る。 

 

 

 

警察施設費 

 

 

   2,056,190 

     (980,066) 

 

国  278,099 

 

財   55,107 

 

繰    2,269 

 

起 1,168,300 

 

○一     552,415 

 

 

○新 １ 草津警察署移転新築整備                           18,806 

 

    老朽・狭隘が著しく、耐震基準を満たしていない草津警察署の

移転新築整備に伴い、移転先用地の造成設計等を行う。 

 

２ 甲賀警察署移転新築整備                         1,127,007 

 

    老朽・狭隘が著しく、耐震基準を満たしていない甲賀警察署の

移転新築整備に伴い、庁舎等の新築工事及び旧庁舎の解体工事等

を行う。 
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３ 運転免許センター新築整備               95,161 

 

  老朽・狭隘が著しく、耐震基準を満たしていない運転免許セン

ターの新築整備に伴い、庁舎新築工事に伴う仮設庁舎建築及び食

堂棟、安全運転学校の解体工事等を行う。 

 

４ 警察署長公舎の新築整備                     59,832 

 

 老朽化が著しく倒壊の危険性がある彦根及び木之本警察署長公

舎を更新し、突発重要事案発生時等、有事における指揮命令権者

の居所の耐震化を図る。 

 

５ 交番・駐在所の新築整備               337,311 

 

地域防災等の最前線基地ともなる県下全ての交番・駐在所の

うち経年劣化による老朽化が著しく、地震等の発生時に倒壊の

危険性がある７施設を新築整備する。 

 

６ 女性が活躍できる環境整備事業           4,413 

 

女性警察官専用のシャワー室等が整備されていない警察署に

シャワー室等を新設整備する。 

 

 

刑事警察費 

 

 

    595,191 

   (564,753) 

 

国    20,174 

 

使   51,398 

 

○一     523,619 

 

 

○新 協１ 子どもを虐待から守る「次世代育成プロジェクト」  7,749 

 

児童虐待を防止するため、次世代の親となる高校生等に対する

児童虐待防止啓発活動を実施し、暴力・暴言で物事を解決しない

という姿勢を育み、児童虐待の根絶を目指す。 

 

 ２ 犯罪の起きにくい社会づくり推進事業           2,304 

 

   犯罪の起きにくい社会を実現するため、重層的な防犯ネットワ

ークを構築してボランティア活動の活性化を図るとともに、積極

的な情報発信により県民の防犯意識の高揚を図る。 

 

３ 高齢者を振り込め詐欺から守るシルバーガード推進事業    749 

 

   高齢者を振り込め詐欺等の特殊詐欺から守るため、詐欺防止ア

ドバイザーとして養成講座を受講した高齢者による高齢者への防

犯指導を行う。 
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４ 安全・安心なサイバー空間構築推進事業            3,449 

 

   サイバー空間の浄化等を目的としたサイバーボランティアの活

動を積極的に支援し、社会全体でサイバー空間の脅威に立ち向か

う気運を醸成するとともに、サイバー犯罪への捜査力を強化し 

て、安全・安心なサイバー空間を構築する。 

 

５ 少年の立ち直り（社会参加・貢献活動）支援事業         679 

 

少年の健全育成に資する活動を地域ぐるみで活性化し、非行少

年を生まない社会づくりを推進するとともに、少年の立ち直り支

援等を目的とした社会参加・貢献活動型の取組みを推進する。 

 

 ６ 地域見守りカメラ設置促進事業                        1,125 

    

   犯罪多発地域の自治会や自主防犯団体などに対し、「地域見守

りカメラ」を無償貸付けし、同地域における犯罪の抑止と防犯活

動の活性化を図る。 

 

 

交通指導取締費 

 

  

  1,836,903 

   (1,738,750) 

       

国    244,447 

 

使    279,106 

 

諸  108,576 

 

起   228,200 

 

○一    976,574 

 

 

○新 協１ 高齢ドライバーの運転支援事業          4,590 

 

 高齢ドライバーの事故を防止するため、身体能力の低下が運転

に及ぼす影響等が学べるドライビング講習会を実施し、高齢者自

身に自らの運転の「可否」を見直してもらう機会を提供する。 

 

２ 高齢者交通安全対策事業                    2,200 

 

   高齢者の交通事故発生が予測される地域を「思いやりゾーン」

と設定し、総合的な交通事故防止対策を展開する。 

 

３ 高齢者対象運転免許自主返納促進事業                   324 

 

   高齢運転者による交通事故が増加する中、高齢者が運転免許証

を返納しやすい社会環境を構築し、自主返納の気運醸成を図る。 

 

４ 児童・生徒を交通事故から守る「おうみ通学路交通アドバイザ

ー」事業                             798 

 

    おうみ通学路交通アドバイザー制度を継続し、通学路における

一層の交通安全向上を図り、安全で安心な通学路環境を持続す 

る。 
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５ 警察用大型船舶の更新整備経費                       11,340 

 

悪天候時の救出・救助活動等に必要不可欠な警察用大型船舶の

老朽化に伴い、新艇を建造するための設計を行う。 

 

６ 補助交通安全施設整備事業                439,571 

 

    (1) 交通管制センターの整備                          137,304 

 

交通の安全と円滑化を推進するため、交通情報収集のための 

      集中制御機の更新等を行う。 

 

    (2) 交通信号機の整備                                129,154 

 

       交通規制の効率化や高齢者等交通弱者の安全を図るため、視

覚障害者付加装置の新設等の信号機改良整備を行う。 

 

    (3) 円滑化対策事業                                 82,494 

 

      慢性的な交通渋滞の解消を図るため、信号機の高度化を進め

るとともに、信号灯器等の更新整備を行う。 

 

    (4) ゾーン・通学路対策事業              59,522 

 

    最高速度を時速30㎞に規制する区域を「ゾーン30」地区と設

定し、歩行者の通行を最優先とした道路交通安全を確保する。 

 

 ７ 単独交通安全施設整備事業                         136,765 

 

    (1) 交通信号機の整備                               84,722 

 

       信号機の新設や信号灯器の更新整備等を行う。 

 

(2) 道路標識・標示の整備              52,043 

 

    道路標識・道路標示の新設及び老朽施設の更新を行う。 

 

 

 

 

 

 

 


